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安
全
な
国
産
グ
リ
ー
ン
社
会

大
学
が
先
導
す
る
国
産
グ
リ
ー
ン
社
会

―
千
葉
商
科
大
学
の
取
り
組
み

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

第⑩回

コラム▼
い
す
み
で
の
未
来
学

千
葉
県
い
す
み
市
は
、
洋

上
風
力
の
有
望
な
区
域
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
銚
子
に
続

い
て
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

発
信
地
＆
先
導
地
と
な
る
こ

と
を
住
民
と
し
て
は
望
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
地
元
に
お

け
る
洋
上
風
力
の
受
容
性
は

も
う
一
つ
足
り
な
い
。
そ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
筆

者
と
地
元
の
青
年
会
議
所
で

は
、
「
い
す
み
の
未
来
学
講

座
」
と
い
う
講
演
会
を
昨
年

10
月
に
開
催
し
た
。

講
師
に
は
、
千
葉
大
学
の

元
学
長
・
古
在
豊
樹
先
生
、

千
葉
商
科
大
学
の
学
長
・
原

科
幸
彦
先
生
に
依
頼
し
た
。

古
在
先
生
は
、
施
設
農
業
の

専
門
家
で
植
物
工
場
の
パ
イ

オ
ニ
ア
で
あ
る
。
原
科
先
生

は
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る

『
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０

㌫
大
学
』
づ
く
り
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

未
来
学
講
座
の
目
的
は
、
地

元
に
未
来
社
会
を
主
導
・
先

導
す
る
風
穴
を
開
け
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

▼
グ
リ
ー
ン
の
意
味

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
国
旗

は
、
緑
地
に
赤
丸
。
日
の
丸

の
白
地
を
緑
に
変
え
た
デ
ザ

イ
ン
。
東
京
都
立
図
書
館
Ｈ

Ｐ
に
よ
れ
ば
、「
緑
は
青
葉

を
、
赤
は
太
陽
を
表
し
、
パ

キ
ス
タ
ン
か
ら
の
独
立
の
た

め
に
戦
っ
た
若
者
た
ち
の
意

気
と
犠
牲
を
象
徴
し
て
い

る
。
緑
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
だ
が
、
イ
ス

ラ
ム
教
の
象
徴
で
は
な
い
と

示
す
た
め
に
、
濃
い
緑
を
用

い
た
と
言
わ
れ
る
。
赤
い
円

の
位
置
は
、
風
に
な
び
い
て

も
中
央
に
見
え
る
よ
う
に
少

し
旗
竿
側
に
寄
っ
て
い
る
。

日
の
丸
を
参
考
に
作
ら
れ
た

と
言
わ
れ
、
１
９
７
２
年
に

の
時
代
に
は
重
厚
長
大
の
産

業
こ
そ
が
社
会
が
求
め
る
も

の
で
、
煙
突
か
ら
吹
き
上
が

る
黒
い
煙
が
、
そ
の
象
徴
と

し
て
小
中
学
校
の
教
科
書
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
も
産
業
革
命

の
前
後
の
時
代
に
は
、
炭

鉱
、
蒸
気
機
関
、
工
場
労
働

な
ど
が
百
花
繚
乱
で
隆
盛
発

展
し
た
。
そ
の
時
代
の
代
表

地
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
バ
ー

ミ
ン
ガ
ム
に
は
、「
ブ
ラ
ッ

ク
・
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ
ビ
ン

グ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
あ

り
、
１
８
５
０
～
１
９
５
０

年
前
後
の
３
０
０
年
間
の
暮

ら
し
が
オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
で

展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に

「
ブ
ラ
ッ
ク
社
会
」
の
展
示

で
あ
る
。
が
、
そ
の
こ
ろ

は
、
そ
れ
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
社

会
」
と
は
呼
ば
な
か
っ
た
。

今
日
で
は
、「
ブ
ラ
ッ
ク
」

に
代
わ
り
「
グ
リ
ー
ン
」
の

暮
ら
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
経
済
フ

ァ
ー
ス
ト
」
で
は
な
く
「
環

境
フ
ァ
ー
ス
ト
」
で
あ
る
。

産
業
革
命
に
由
来
す
る
炭
酸

ガ
ス
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
削
減
が
求

め
ら
れ
、
今
で
は
、
煙
突
か

ら
黒
煙
は
わ
が
国
で
は
見
ら

れ
な
い
。
煙
は
あ
っ
て
も
蒸

気
の
白
煙
で
あ
る
。
勿
論
、

緑
煙
な
ど
と
い
う
の
も
な
く
、

そ
れ
が
「
グ
リ
ー
ン
社
会
」

の
象
徴
で
も
な
い
。

▼
グ
リ
ー
ン
社
会
を

　
学
長
が
先
導

前
述
し
た
千
葉
商
科
大
学

の
原
科
幸
彦
学
長
を
学
長
室

に
伺
っ
た
。
同
大
は
、
千
葉

県
市
川
市
国
府
台
（
こ
う
の

だ
い
）
に
あ
る
。
当
地
は
下

総
の
高
台
に
あ
り
、
地
名
の

よ
う
に
か
つ
て
国
府
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
現
在
は
３
つ

の
大
学
は
じ
め
高
中
小
学
校

が
あ
る
学
園
街
で
も
あ
る
。

千
葉
商
科
大
学
は
、
１
９

２
８
年
に
文
学
博
士
・
遠
藤

隆
吉
氏
に
よ
り
創
立
さ
れ
た

巣
鴨
商
業
学
校
を
前
身
と
し

て
１
９
５
０
年
に
新
制
大
学

と
な
っ
た
。
大
学
の
Ｈ
Ｐ
に

よ
れ
ば
、「
遠
藤
隆
吉
の
教

育
の
理
念
は
、
高
い
理
想
の

も
と
に
現
実
の
天
職
を
完
う

す
る
人
物
、
総
合
的
視
点
か

ら
個
別
科
学
を
見
る
こ
と
の

ば
分
権
型
の
地
域
分
散
型
国

土
形
成
を
提
唱
し
て
い
た
。

千
葉
商
科
大
学
で
は
、
建
学

の
精
神
に
基
づ
き
、「
三
方

よ
し
の
経
営
・
経
済
」
な
ど

の
た
め
、
前
述
の
治
道
家
を

育
て
る
こ
と
に
注
力
。
そ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
は
、
グ

リ
ー
ン
社
会
を
つ
く
る
こ
と

と
合
致
し
た
。

▼
学
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

　
推
進

原
科
学
長
か
ら
学
長
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
原
科
先
生
が

学
長
に
就
任
と
リ
ン
ク
し
て

２
０
１
７
年
度
か
ら
、
４
年

間
に
つ
い
て
大
学
の
学
部
間

を
越
え
た
全
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
次
の
４
つ
が
取
り

組
ま
れ
た
。
①
会
計
学
の
新

展
開
、
②
Ｃ
Ｓ
Ｒ
研
究
と
普

及
啓
発
、
③
安
全
・
安
心
な

都
市
・
地
域
づ
く
り
（Resil

ience

）、
④
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
（Sustainability

）。

こ
れ
ら
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

会
を
リ
ー
ド
す
る
、
②
は
企

業
の
行
動
様
式
の
健
全
化
、

環
境
・
社
会
影
響
を
配
慮
す

る
よ
う
に
変
え
て
行
く
、
③

は
国
府
台
を
地
域
防
災
の
拠

点
と
し
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

設
置
、
④
は
地
域
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
社
会
形
成
の
拠
点

と
し
て
、
ま
ず
同
学
を
『
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
㌫
大

学
』に
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
。

と
り
わ
け
、
④
は
「
グ
リ

ー
ン
社
会
」
創
造
の
主
軸
と
な

る
も
の
で
、
地
域
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
の
形
成
の
拠
点

づ
く
り
と
し
て
掲
げ
た
。
そ
の

前
提
に
は
２
０
１
４
年
に
Ｆ

Ｉ
Ｔ
制
度
に
よ
り
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
に
よ
る
売
電
で
、
す
で

に
学
内
電
力
消
費
量
の
60
㌫

の
発
電
を
行
っ
て
い
た
。
そ

し
て
、
学
内
の
専
門
家
と
と
も

に
２
０
１
７
年
11
月
に
『
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
㌫
大

学
』
を
宣
言
し
た
。
そ
の
結

果
、
２
０
１
９
年
１
月
に
、

学
内
電
力
量
の
１
０
０
㌫
を

自
ら
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

発
電
す
る
こ
と
を
達
成
し
た
、

な
ど
を
直
接
お
聞
き
し
た
。

▼
学
内
の
見
学

設
置
状
態
と
共
に
、
近
隣
棟

の
全
貌
を
眺
望
し
た
。
ま

た
、
地
上
階
に
は
テ
ス
ラ
の

蓄
電
池
が
学
生
も
出
入
り
で

き
る
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ク
ラ
ブ
活
動
棟
の
隣
に

は
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
リ
ン
グ
実

験
施
設
（
１
号
機
）
が
あ

り
、
大
学
構
内
で
ぶ
ど
う
を

栽
培
し
ワ
イ
ン
を
作
る
「
Ｃ

Ｕ
Ｃ
１
０
０
ワ
イ
ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
も
相
乗
し
、

１
０
０
㌫
大
学
の
発
信
を
行

っ
て
い
る
。
そ
の
看
板
に

は
、
農
業
・
商
業
・
環
境
・

社
会
と
い
っ
た
新
し
い
試
み

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
あ

る
。
こ
れ
も
、
創
業
の
理
念

に
叶
う
も
の
で
あ
る
と
評
価

し
た
い
。

公
益
財
団
法
人
日
本
環
境

協
会
よ
り
「
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
費
補
助
金

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

気
・
熱
自
立
的
普
及
促
進
事

業
）
」
に
て
行
っ
て
い
る
と

の
パ
ネ
ル
が
掲
示
さ
れ
て
お

り
、
公
示
効
果
は
大
き
い
。 

▼
そ
の
意
義

千
葉
商
科
大
学
で
国
内
の

大
学
で
の
初
め
て
達
成
さ
れ

た
『
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０

㌫
大
学
』
の
取
組
み
は
、
他
大

学
に
も
波
及
し
て
い
る
。
し
か

し
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
千

葉
商
科
大
学
の
例
か
ら
も
、
学

長
な
ど
の
組
織
ト
ッ
プ
の
主
導

が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
国
旗

の
白
地
を
緑
に
す
る
こ
と
は
な

い
が
、
Ｒ
Ｅ
１
０
０
の
国
づ
く

り
に
産
学
官
の
す
べ
て
の
総
意

を
一
つ
に
し
て
「
グ
リ
ー
ン

社
会
」
を
旗
印
と
し
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
専
門
家
。
前
職
の
東

工
大
で
は
社
会
工
学
を

研
究
＆
担
当
し
、
例
え

理
念
が
活
か
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
①
は
会
計
学

を
ベ
ー
ス
に
、
情
報
化
社

採
用
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

筆
者
は
、
バ
グ
ラ
デ
シ

ュ
に
は
訪
問
し
た
こ
と
も

あ
り
親
し
み
が
あ
る
。
国

旗
の
緑
は
豊
か
な
大
地
の

象
徴
で
あ
る
。
緑
や
グ
リ

ー
ン
は
、
私
た
ち
に
安
ど

感
や
落
ち
着
き
を
与
え
て

く
れ
る
。

い
ま
か
ら
50
年
ほ
ど
前

の
「
経
済
フ
ァ
ー
ス
ト
」

で
す
。」
と
あ
る
。

こ
こ
で
「
治
道
家
」
と

は
、
今
日
的
に
は
、「
大
局

的
見
地
に
立
ち
、
時
代
の
変

化
を
捉
え
、
社
会
の
諸
課
題

を
解
決
す
る
、
高
い
倫
理
観

を
備
え
た
指
導
者
」
と
、
解

釈
で
き
る
と
あ
る
。

写
真
に
あ
る
よ
う
に
、
原

科
学
長
か
ら
は
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
大
学
』
―
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
１
０
０
㌫
大
学
の
挑
戦
―

と
い
う
副
題
の
大
学
発
行
の

４
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
本

を
頂
戴
し
た
。
そ
の
本
に

は
、「
千
葉
商
科
大
学 

学
長

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
あ
り
、

か
つ
〝
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１

０
０
㌫
を
実
現
し
た
千
葉
商

科
大
学
の
様
々
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

活
動
〟
と
あ
る
。

以
上
か
ら
千
葉
商
科
大
学

は
、
創
立
の
精
神
か
ら
、

「
経
済
フ
ァ
ー
ス
ト
」
か
ら

「
環
境
フ
ァ
ー
ス
ト
」
へ
の

時
代
の
変
化
に
対
処
し
て
、

「
グ
リ
ー
ン
社
会
」
を
教
育

の
場
＆
大
学
と
し
て
創
立
の

理
念
で
先
導
し
て
い
る
と
評

価
で
き
る
。

実
は
原
科
学
長
は
未
来
学

学
長
と
の
面

談
後
、
校
舎
屋

上
で
の
ソ
ー
ラ

ー
発
電
に
つ
い

て
見
学
し
た
。

案
内
に
は
当
初

か
ら
１
０
０
㌫

大
学
事
業
に
関

わ
っ
て
い
る
近

藤
良
介
氏
が
担

当
し
て
く
れ
た
。

ま
ず
、
屋
上

に
昇
り
パ
ネ
ル

で
き
る
人
物
、
す
な
わ

ち
「
治
道
家
」
を
育
成

す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
理
念
を
受
け

継
ぎ
、
実
社
会
に
役
立

つ
学
問
で
あ
る
「
実

学
」
を
通
し
て
新
し
い

時
代
の
治
道
家
を
育
成

す
る
の
が
本
学
の
使
命

バングラデシュの国旗

赤
緑

原科幸彦学長と大学発の著書

屋上ソーラーを案内してくれた
担当職員の近藤氏

◆ 第21回 SMART ENERGY WEEK【 春 】（H2&FC 
EXPO[春]2024 ～第21回[国際]水素・燃料電池展[
春] ～／ PV EXPO[春] ～第18回[国際]太陽光発電
展[春] ～ ／ BATTERY JAPAN[春]2024 ～ 第16回[
国際]二次電池展[春] ～／第15回[国際]スマート
グリッド EXPO[春] ／ WIND EXPO[春]2024 ～第
13回[国際]風力発電展[春] ～／第9回[国際]バイオ
マス展[春] ／第8回ゼロエミッション火力発電 
EXPO ～ ZET ～） ＊同時開催：第4回 脱炭素経営
EXPO[春] ／ 第2回 サ ー キ ュ ラ ー・ エ コ ノ ミ ー
EXPO ～ CE JAPAN ～
会期：2024年2月28日（水）～ 3月1日（金）▷開催時
間：10：00 ～ 18：00（最終日は17：00まで）▷会
場：東京ビッグサイト（東京都江東区有明3丁目
11-1）▷入場料：無料（要事前登録）▷主催：RX Ja
pan/問合せ：03-6739-4119

◆台北国際自動車及びオートバイ部品・アクセサリ
ー展(TAIPEI AMPA)/台北国際カーエレクトロニ
クス展(AUTOTORONICS TAIPEI)/ 台湾国際スマー
トモビリティ・ハイブリッド展(EV/E-MOBILITY 
TAIWAN)
▷会期：2024年4月17日(水) ～ 4月20日(土)▷会
場：台北南港展示ホール（台湾・台北市）▷参加
費：無料(要事前登録)▷主催：台湾経済部、台湾
貿易センター▷案内HP：【AMPA/Autotoronics】ht
tps://tokyo.taiwantrade.com/event/detail.jsp

?id=30372 ／【E-mobility】https://tokyo.taiw
antrade.com/event/detail.jsp?id=30545

●福島県再生可能エネルギー関連産業推進研究会 令
和5年度 第3回エネルギーネットワーク分科会
会期：2024年2月7日（水）▷開催時間：14：00 ～
16：00▷開催方式：会場＋オンライン（Zoom）▷会
場：ビッグパレットふくしま 3階 研修室(福島県
郡山市南二丁目52)▷参加費：無料（事前申込制）
▷主催：福島県再生可能エネルギー関連産業推進
研究会/問合せ：事務局024-963-0121（エネルギ
ー・エージェンシーふくしま内）／詳細・申込み：
https://energy-agency-fukushima.com/informat
ion/9138/

●福島県「太陽光発電のO&M等の技術開発・人材育
成拠点の形成」事業 『太陽光発電のパワーコンデ
ィショナに関する基礎セミナー』
会期：2024年2月13日（火）▷開催時間：13：00 ～
15：30▷開催方式：実地＋オンライン（teams）▷
講師：一般財団法人電気安全環境研究所（JET） 篠
原裕文氏（外部講師）▷会場：産総研 福島再生可
能エネルギー研究所（FREA）1F FREAホール（福島県
郡山市待池台2-2-9）▷参加費：無料（要事前申込）
▷参加資格：福島県および近県に事業所・工場な
ど関連がある企業または福島県内の太陽光発電所
においてメンテナンスの実績がある企業に所属し
ていること／所属する企業が今後福島県内におい
て太陽光発電設備の保守点検事業を継続する意欲
があること▷主催：国立研究開発法人産業技術総

合研究所 再生可能エネルギー研究センター 太陽
光システムチーム/問合せ・申込み・詳細：htt
ps://www.aist.go.jp/fukushima/ja/pvom/
pvom2024/0213.html

●令和5年度 風力発電講演会「洋上風力発電の最新
動向について～ Beyond 2030に向けて～」
会期：2024年2月14日（水）▷開催時間：13：25 ～
17：20▷開催方式：オンライン（Zoom）▷参加費：
賛助会員＝3,300円／一般＝5,500円（要事前申込）
▷主催：一般財団法人新エネルギー財団（新エネ
ルギー産業会議 風力委員会）/問合せ：事務局03-
6810-0361（新エネルギー財団内）／詳細・申込み：
https://www.nef.or.jp/topics/2023/20231226.
html

●福島県 「再生可能エネルギー事業化実証研究支援
事業」成果報告会
会期：2024年2月15日（木）▷開催時間：10：00 ～
15：00▷開催方式：実地＋オンライン（teams）▷
会場：郡山市民交流プラザ 第3会議室（ビッグア
イ7階、福島県郡山市駅前2-11-1）▷参加費：無料

（要事前申込）▷主催：福島県/問合せ：事務局（エ
ネルギーエージェンシーふくしま内）024-959-
1952 ／申込み・詳細：https://energy-agency-
fukushima.com/information/9200/

●再エネ関連の制度変更、発電設備の適切な維持管
理等最新動向セミナー
会期：2024年2月16日（金）▷開催時間：13：30 ～
15：30▷開催方式：リアルタイム来場参加＋オン
デマンド配信（後日、録画配信）▷会場：コラッセ

ふくしま 5階 研修室（福島県福島市三河南町1番
20号）▷参加費：無料（要事前申込）▷主催：一般
社団法人福島県再生可能エネルギー推進センター

（福島県委託事業）/問合せ：024-529-7463
●福島県 R5年度　福島県風力メンテナンス推進事業

「風力メンテナンス基礎講座（社会人向け）」
会期：2024年2月19日（月）▷開催時間：10：00 ～
15：30▷会場：いわき産業創造館（LATOV）6階 会
議室1（福島県いわき市平字田町120番地）▷参加
費：無料（要事前申込）▷主催：福島県/問合せ：
事務局（エネルギーエージェンシーふくしま内）
024-963-0121 ／申込み・詳細：https://energy-
agency-fukushima.com/information/9230/

●令和5年度 新エネルギー人材育成研修会「風力発
電コース」
会期：2024年2月19日（月）▷開催時間：9：20 ～
17：00（開場12：30 ～）▷開催方式：オンライン

（Zoom）▷参加費：一般2万2,000円／賛助会員1万
6,500円▷主催：一般財団法人新エネルギー財団/
問合せ：新エネルギー人材育成研修会担当03-
6810-0362

●2024 J-PITA会員交流会
会期：2024年2月29日（木）▷開催時間：＜セミナ
ー＞11：00 ～ 16：30 ／＜懇親会＞17：30 ～ 19：
00▷会場：内幸町平和ビル 17階(東京都千代田区
内幸町1-5-2)▷参加費：セミナーと交流会は無
料、懇親会は1人6,500円（事前申込制）＊会場に製
品展示も可能（出展料必要）▷主催：一般社団法人
日本太陽光発電検査技術協会（J-PITA）/問合せ：

事務局075-746-6234
●新エネルギー財団 令和5年度・バイオマス講演会

「早生樹のポテンシャルを木質バイオマス発電に
活用する（仮）」
会期：2024年3月4日（月）▷開催時間：14：00 ～
16：45▷▷開催方式：オンライン（Zoom）▷参加
費：賛助会員＝3,300円／一般＝5,500円（要事前
申込）▷主催：一般財団法人新エネルギー財団/問
合せ：事務局（新エネルギー財団 計画本部 企画
調査部内）03-6810-0361 ／申込み・詳細：htt
ps://www.nef.or.jp/topics/2024/20240129.html

●日本企業向け台湾調達マッチング商談会
会期：2024年3月27日（水）▷開催時間：10：00 ～
17：00▷会場：台北国際会議センター (TICC)台
湾・台北市▷募集日本企業予定社数：37社（日本
に本社がある企業を対象）▷参加費用：無料▷渡
航費優待申請の際の条件：年商1,000万米ドル（約
15億円）以上の企業且つ2023年に優遇を受けてい
ない企業（2023年に優遇を受けた企業の場合、買
付製品が2023年と異なる場合申請可） ＊優待提供
は1社につき1名まで、1年に1回のみ ＊審査あり
▷主催：台湾経済部（台湾・経済産業省相当）▷参
加申込フォーム：http://www.taitratokyo.org/
mailmag/acc.cgi?id=170305707468387▷ 申 込 期
限：2024年2月9日（金） ＊定員次第締め切り

新エネルギー関連
イベントカレンダー（2月～ 4月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会展示会


